
Ⅳ 実践事例 

 

 

実践事例１ 当該学年教材・当該学年ねらいによる指導  

｢わたしはおねえさん｣(物語文)を用いて  

 

実践事例２ 当該学年教材・ねらいを一部変えて指導  

｢わすれられないおくりもの｣(物語文)を用いて 

 

実践事例３ 当該学年教材・ねらいを一部変えて指導  

｢ごんぎつね｣(物語文)を用いて 

 

実践事例４ 当該学年教材・ねらいを一部変えての指導 

         「世界一美しいぼくの村」(物語文)を用いて 

 

実践事例５ 当該学年教材・ねらいを一部変えての指導 

｢ごんぎつね｣(物語文)を用いて 

   

実践事例６ 当該学年教材・ねらいを一部変えての指導 

｢権狐｣（物語文）を用いて 

   

実践事例７ 当該学年教材・ねらいを一部変えての指導 

        「自分新聞をつくろう」を用いて 

 

  実践事例８ 当該学年教材・ねらいを一部変えての指導 

        「自分新聞をつくろう」を用いて 

 

  実践事例９ 当該学年教材・ねらいを一部変えての指導 

        「想像力をふくらませて」を用いて 
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児童生徒の特徴のまとめ 

・本児は、「読むこと」に関しては学年相応の力を持っているが、「話すこと・聞くこと」、「書くこ

と」に関しては、当該学年の学習が十分ではないということが明らかになった。 

・｢話すこと｣や｢書くこと｣に関しては、かなりの抵抗感を持っているので、失敗経験を少なくし達

成感を繰り返し得ることのできる学習課題を設定するなどの配慮が必要である。 

・本人の得意な読む力を活用しながら、｢話すこと・聞くこと｣、｢書くこと｣の力を高めていきたい。

 

３．国語科学習評価シートによる評価結果を踏まえた国語科指導への反映事項 

（１）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の枠組み 

①国語科の総時数について 

「やや増やした」(週 4時間から週 6～8時間) 

物語文の授業を小集団で行ったり、「話す・聞く」授業をクラス全体で行ったりするため

に、昨年度まで行ってきた個別学習の時間に加え、週 2～4時間を今年度 6月以降に増やし

た。相手の心情理解については、自立活動や道徳の時間にも取り扱うことにした。教科書

の音読、漢字の読み書きは毎日の宿題として家庭学習でも行うことにした。 

 

②国語科の教科書について 

「主に当該学年の教科書を使用することにした」 

国語科学習評価シートによる評価結果では、「読む」能力は学年相応の力があり、また、

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の項目については、今後の学習の積み重ねで評価規

準に達していくと判断したので、主に該当学年の教科書を使用することにした。 

 

③各単元のねらいについて 

  「当該学年のねらいのままで実施することにした」 

各単元等のねらいは、当該学年のねらいのままで実施することにした。評価規準、本校

の評価基準に即して評価している。観点は踏まえているが、評価方法は文章記述による評

価である。 

 

④指導の場と主な指導者について 

「多くの時間を特別支援学級で実施することにした」 

対象児は、初めての場面やわからないことがある場面など、活動が滞ることがある。一

斉指示等の聞き漏らしが多いので、本人の理解度や進度に合わせたワークシート等の利用

が不可欠と考え、通常の学級での授業への参加は難しいと判断した。 

そのため、特別支援級の個別学習の時間、及び特設した国語の時間で担任が指導を行う

こととした。単元の内容が本人の理解度に合うと予測できる場合、担任と共に交流及び共

同学習に参加して学習を進めることした。 

 

⑤自閉症・情緒障害特別支援学級における指導形態等について 

「主に個別指導で実施することにした」 

主な指導は個別指導である。物語文の学習（音読、リレー音読、一斉音読、文の読解、
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音読劇など）は、特設の国語の指導時間(週 4時間程度)で小集団（3人：本人、2年ダウン

症男児、3年自閉症女児）指導として行うこととした。また、「話すこと・聞くこと」の学

習(授業)はクラス全体で行うこととし、学び合い学習や話し合い活動を行うこととした。

単元の内容によっては、交流及び共同学習に参加して学習を進めることとした。 

 

⑥評価について 

「当該学年の評価基準をそのまま使い、評価することにした」 

国語科学習評価シートによる評価結果では、「読む」能力は学年相応の力があり、また「話

すこと・聞くこと」、「書くこと」の項目については、今後の学習の積み重ねで評価基準に

達していくと判断したので、当該学年の評価基準をそのまま使い評価することにした。 

年度初め(前期)、年度の半ば（後期の初め）に国語科学習評価シートによる評価を行い、

その評価に基づいて個別指導計画を作成した。個別指導計画の目標に即しても評価を行っ

た。 

 

⑦年間指導計画について 

「特に変更せずに計画した」 

使用する当該学年・下学年の教科書通り、特に変更せずに国語科年間計画を作成した。

新出漢字は、当該学年の内容を年間計画に位置付けた。 

 

（２）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の内容 

①当該学年の内容の重点化・簡素化について 

｢当該学年の内容をそのまま取り扱うことにした｣ 

対象児は、「読むこと」に関して学年相応の力を持っているが、「話すこと・聞くこと」、

「書くこと」に関しては評価が低いという結果が明らかになった。 

そこで、対象児の特徴を踏まえ、国語科学習における単元の題材・内容については次の

ように考えた。 

当該学年の単元・教材配列が「音読しよう：ふきのとう」から始まっている。対象児の

得意な力である「読む力」を利用しながら学習を進めることができるので、当該学年の内

容を、そのまま取り扱い学習を進めることにした。ただし、単元の内容によっては扱う時

間数の増減を持たせることとした。 

 

 ②下学年内容の重点化・簡素化 

「下学年の内容は扱わない」 

 

  ③各まとまりの内容の重点化・簡素化について 

  ｢話す・聞く力｣の向上を目指して、主たる指導内容を想定した」 

  ｢書く力｣の向上を目指して、主たる指導内容を想定した」 

「話すこと・聞くこと」では、相手に応じて経験した事などは話すことはできるが、事

柄の順序を考えて話したり、話題からそれないように話そうとしたりすることは難しい。

また、話を聞いている時の注意が持続できずに、大事なことを聞き洩らしてしまうことも
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時々見られる。「書くこと」では、日記や感想、観察したことなどを書くように促されても

活動が滞ってしまうことが多い。相手や目的を考えながら、事柄を集めたり簡単な組み立

てを考えたりして文章を書いたりすることは苦手であるので、また、｢書く力｣に関しては

全体的に学習不足であると判断したため、｢話す・聞く力｣、｢書く力｣の向上を目指して、

主たる指導内容を想定した。 

 

  ④題材・内容選択について 

  ｢当該学年の説明文教材・物語教材を、主たる指導内容として想定した｣ 

「話す力・聞く力」を向上させるために、「ともこさん どこかな」の授業はクラス全体

で行い、教師や友達の説明をよく聞く学習を進めることで、大事なことを聞きもらさない

ように聞くことができる力を向上させることとした。 

また、「はっぴょうしよう あったらいいな こんなもの」では、個別指導の中で自分が

考えた事物を交流及び共同学習の場で発表したり、友だちの発表を聞いて感想を述べたり

することで、話す力、聞く力をさらに高めることとした。「書く力」を向上させるためには、

本児の興味関心が高い説明文の学習を通して、記録のポイント（かんさつ名人のわざ）を

身につけさせ、生活科などの観察記録を書く学習に生かすことで、さらに書く力を高める

こととした。 

また、「おもちゃのつくりかた」では、対象児の得意な読む力を利用して、時間的な順序

や事柄の順序をあらわすことばに着目させ、自分の考えが明確になるように事柄の順序に

沿って簡単な構成を考え、語と語や文と文のつながりに注意して文を書く活動に取り組ま

せることとした。 

物語文(「スイミー」、「お手紙」、「私はおねえさん」、「スーホの白い馬」、など)の学習で

は、段落ごとに一通り全体の内容を把握した上で感想を求めることにした。物語文では内

容をさらに深く理解できるようにワークシートにまとめた自分の感想や友達の感想を読み

あったり発表し合ったりし、お互いの感想を比較して違いに気づき内容の理解を促進する

こととした。また、物語文の場面を劇化して役割交替などをしながら登場人物のせりふや

動作をまねることで内容の理解を促進することとした。 

 

⑤その他 

「自立活動や道徳の学習を通して登場人物の心情等に対する関心・理解を高める」 

自立活動や道徳の学習を通して「自己意識や他者意識」、「表情と気持ちの理解」など 

の力を向上させ、登場人物の心情等に対する関心・理解を高める。 

 

（３）自閉症・情緒特別支援学級での国語科指導における配慮 

 ①関心・意欲・態度について指導上の配慮 

 ｢その他｣ 

生活科の学習内容や活動と関連させたり、視覚的教材を使ったり様子を動作化させたり

してイメージ化を図って指導する。 

物語文の学習では、初発の感想を求めることで活動の滞りや学習意欲の低下が見られ

るので、初発の感想は求めず段落ごとに一通り全体の内容を把握した上で感想を求める。 
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自立活動や道徳の学習を通して「自己意識や他者意識」、「表情と気持ちの理解」などの

力を向上させ、登場人物の心情等に対する関心・理解を高める。 

 

 ②各能力についての指導上の配慮 

｢書く力を向上させるために、漢字指導等を取り入れている｣ 

単元の新出漢字の読み書きができるように、音読及び漢字の読み書き課題を家庭学習で

も取り組ませることとした。 

 

｢読む力向上させるために、音読を意識的に取り入れている｣ 

音読を繰り返すことであらすじや言葉の意味等の理解を高める。音読の宿題を毎日課し、

音読カードやワークに保護者からの評価をもらうこととした。 

リレー音読や一斉音読も取り入れることとした。 

 

｢その他｣ 

「話す力、聞く力」をさらに高めるために、個別指導の中で自分が考えた事物を交流及

び共同学習の場で発表したり、友だちの発表を聞いて感想を述べたりするなど考えた。 

 

 ③言語についての知識・理解・技能についての指導上の配慮 

｢文中の語句・文言の解説をするなどをして内容の理解を促している｣ 

文中の様子やわけに色別に線をひかせて内容を把握させたり、注目すべき言葉を提示し

たりして理解を促す。また、教科書の文中から、キーワードを探して線を引かせて、その

語を中心に内容理解を深めさせる。 

文中の語句、文言の解説、丸(。)や点(、)、かぎ(「 」)の使い方や、主語と述語の関

係の学習を通して、さらに内容の理解を促す配慮と想定した。 

文の内容の理解を促すために挿絵を並べかえたり、あらすじに沿って壁面画を作成した

りする活動を通して、あらすじを捉えさせることとした。 

さらに、あらすじなど書いて表現させる際は、ワークシートを活用し、そこにキーワー

ドや事柄や時間の順序を示す言葉などを入れることで、文が完成できるようにする。 

  順序や事柄の順序をあらわすことばに着目させ、自分の考えが明確になるよう事柄の順 

序に沿って簡単な構成を考え、語と語や文と文のつながりに注意して文を書く活動を取り 

入れることとした。 

 

｢文中の表現についてイメージできるように動作化をしている｣ 

文中の表現についてイメージ化できるように様子の動作化、登場人物の劇化などを行う。 

また、自分の経験と結び付けて登場人物の様子や心情などを想像させる。 
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４．国語科指導における 1年間の方針 

国語科学習評価シートによる学習評価の結果、「読む」能力は学年相応の力があり、また、

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の項目については、今後の学習の積み重ねで評価規

準に達していくと判断した。したがって、主に該当学年の内容をそのまま取り扱うことに

した。 

4 月当初からは説明文教材を中心に学習を進め、6月以降からは説明文、物語文の教材を

同時に並行して学習を進めることとした。当該学年の内容を漏れなく学習を進めていくた

めには、個別学習の時間だけでは時間数が足りないので、6 月以降は説明文の学習は主と

して個別学習の時間で行い、物語文の学習は週 4時間ほど国語の時間を増やして(時間割を

変更して)、主としてその時間に小集団で授業を行うことにした。 

対象児は、｢話すこと・聞くこと｣、｢書くこと｣にはかなりの苦手意識と抵抗感を持って

いるので、ワークシートを用意し、そこにキーワードを記入することで文が完成し、それ

を読んで発表させる等の配慮を行っていきたいと考えた。この取り組みを繰り返すことで、

苦手意識や抵抗感を軽減させ、話したり書いたりすることに自発的に取り組むことができ

るようになってほしいと願っている。 

今回、学習を進める中で、文中の登場人物の行動や様子から想像を広げながら読み進め

ることは、対象児にとっても難しいであろうと推測した。また、対象児のみならず、広汎

性発達障害の児童が内容の理解を深め想像を広げていくためには、自分の経験と結び付け

て考えていくことが重要となる。自分の経験を思い出しながら(思い出させながら)、登場

人物の似ているところに気付かせたり、違うところを見つけ出させたりすることが、物語

文や説明文を読み進めていく上で有効な手立てとなる。 

このように、自分の経験と結び付けて学習を進めるためには、生活科や自立活動、道徳

等の学習内容と関連させて国語科学習を進めていくことが不可欠であると考えている。例

えば、生活科の学習と関連を持たせ、文中の様子などのイメージ化を促進したり、観察記

録や活動記録を書いたりすることで、対象児のそれぞれの力が高まると考える。また、自

立活動や道徳の学習を通して、「自己意識や他者意識」、「表情と気持ちの理解」などの力を

向上させることで、登場人物の関係性や心情理解の力も高めていくことができると考える。 

この一年間の国語科の学習を通して、対象児のコミュニケーション能力が高まり、自信

を持って活動できる場面が数多くみられる事を願い学習を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 26 -



27 
 

¿b#$%B+&' ¡� �

b � !Òð]{Qb�Zj ]{��

 

V 
� 

�

� 
X 
� 

� 
� 

�

�

10 
� 

11 
� 

12 
� 

� 
� 

Ö 
� 

� 
� 

^
�
w
^
�
Â�

�
l
U
!
.
k
��

�
5
�
�
�
!
�
D
��

�
.
x
6
8
��

î
6
,
9
��

M
Ô
$
�
�
�
1
�
�
k
�b
�
H
Î
r

�
,
�
8
w
/
�
�
9
�
k
��

�
¿
2
:
�
�
�
��

�
o
Ï
�
�
1
x
w
,
�
Õ
��

�
�
9
�
!
y
k
8
Þ
��

�
�
�
�
�
·
�
�
�
^
�
w
^
�
Â�

�
î
k
�
w
�
!
Ï
�
k
�
��

�
J
�
5
-
�
�
9�

6
�
9
x
!
�

�
 
N
�
u
<
�
��

�
�
x
�
¡
!
w
b
�
,
5
��

�
o
ü
�
!
6
.
'
�
5
�
9
��

�
Ð
¡
.
l
¡
��

�
�
¢
æ
��

�
5
!
4
�
¢
��

�
�
5
4
�
�
�
D
8
�
��

�
ù
5
6
.
�
,
�
Ï
5
6
.
��

�
(
k
�
1
J
-
�
�
6
.
�
��

�
¿
�
x
!
y
�
z
��

�
£
�
�
!
�
l
ü
�
�
�
{
�
6
�

�
9
,
�
!
6
.
�
.
,
�
Õ
��

�
�
�
9
7
U
A
(
k
��

�
�
4
,
�
5
(
�
ë
�
M
��

�
6
.
�
1
�
4
x
k
��

�

Áb/0*�v�]\e3	�;y¨]g�¶Å>�(:��

?nFU¦^� '�54���D8�7±Pc��;&�õ��;&Ä�

�

?rF/0�§¨f�

�Pc��!�-��Pc��!�-�1Ý#23�õ��!�-���

��,�®!ïÚ,À!�é,-¯�1ÃY9?-f����!��.lw ��

Å¯1@w6.?7U:E�

�W!��.yz!��.1}|��"�1�b6.?7U:E�

�

?�F/0_÷��`�

;ñK��f�6.�×4���ON!�1@)��:?���6.��b6.��

b6.�×4��¦§?��79�.�klm?�-,�9)��:E��6.��b

6.7��O¢�NÏ���45d9î���6.�7U:?�d¤!¥¦1CD��

45���³,-}B9�(k��}k.45��:6.�14�E�5��1���

�:]!ºi?@¹7U ��§d96.1�Um-4�4�k6.x][ù-B:E�

�b6.7���ÎÚÅ¯��H456.9î1�b(k�Ù8B�xÔ?D)�

4�k6.?��E�5�O¢Ú(È1CD9?-�d¤1ªA5�gh9I�6�1

CD5�4�"�1��5��:6.�>¢7J:E�

;ñK!,��6!���²�b:�,��8�°.oÏb-�!¤?���6!�

����!��.����@�f�sA:6.?7U:;&7J:E}67�Vhy7

��;ñK!§i9f��1ÔÕ49?-�'��!��.l� �ª«!ËØ1Ù

4�"h!¯�¥)56.�Ú"1�U¦U���!��1ú�²4���,�®.�

��:.6�Ú��.6��½k.6�1}|�7�45����5�49?-�f�

- 27 -



28 
 

�������b�1�A��U5�.CD5E�

�

� ?�F/0&' ¡�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

?¿Fa���B�òÖ%� �§����

	
�������À�/0 ¡�

¨�]{Q� (��]{8=) 
ò 1%������������1]{� 

1]b�f1�:E 
 
 

ò 2%������������10]{� 
2 ]b©ª!«1&4����B�u�!
ú�1�D:E 
3 ]bÏ@�(b¬B5é�«1«)��
:��B�u�!Ï@��ÏÆbE 
4 ]b9¿¿!«1&4����B�u
�!�é1CD:E 
5 ]b��B�u�?9¿¿��®1Ú
)��:{�7U57U{.�w��'

:E 
6 ]b��!¯_Â�°F,±1�,B5
��B�u�!Ï@��w��CD:E7
]b�Ï).°�� ).°�¯_Â1ù��

5]!��B�u�!Ï@�Ú�é�w

��CD:E8]{b��B�u�?��J
��°.²�V]�� �ü45]Ú�1³

4, �ÚA5]!*�w��CD:E

9 ]b®¡!J-�Ï1´�»��¯�¥
)56.�Ú"1·_t��U¦bE 
10]b��B�u�!*7Ýµ¯�¥)
56.1·_t,-´Å¯1�bE 
11]b��!Å¯.o)!Å¯1}|��
o)!(�.6�1ùw �iùT¶�:

�TU�Vo�¦� 
ò 3%�������������2]{�
12]bë�M�9)��·8���¸8�
�9)5.úk6.1�bE 
13]bo�à!Ð�¹?²�b:��1f
��,@14�x-)5��:E 

Eb���À(�"�)�/0 ¡�

¨�]{Q(�Ö]{8=) 
ò 1%������������2]{�

1 ]{b¶Ê!Å¯1�U��¦²³
1HA:E 

2]{b®¡!J-�Ï1�D: 
òÖ%�����������(6]{) 
3�4]{b¯�¥)56.�Ú"1·_

t��U¦bE��!¥��|

��o).!O½�ÏÆbE 
5�6]{b��B�u�!*�w��

!º»1²4�kE 
��²�²45!�9¼,E 
��³4, �xÚA5!�9¼

,E 
7�8]{b��B�u�!*7Ýµ¯

�¥)56.1·_t,-´

�Å¯1�U�o)!Å¯!

(�.6�1ùw �iùT¶

1�:E 
ò�%�����������(3]{) 
9�10 ]{bë�M�9)��·8��

�¸8��9)5.úk6.1

�bE 
11�12]{bo�à!Ð�¹?²�b:

��1f�üû�1�4�)5

��f��,@14�x-)5

��:E 

- 28 -



29 
 

ÕZ�b���B�u�?��J��°.²�ü45]Ú�1³4, �ÚA5]� �

!*�w��CD:6.?7U:E±�45���5�7U:ÄE�

�

Öcd�

L

]�

�¦Ô�

+õ÷������1i�45Ô�

¢£Í!½i�±L-deÄ�

� � � � +õ÷���L-45ª«�

�

�

�

�

�

�

ø V]!UB.AJ�1aM�:E�

�

�

� V"1f�b¸�_�f.Ý\�f

1�:E�

�

� ��B�u�?����°.²�²

45!�9¼,1CD�̂ _w^_

Â�¹_^_t1Î94�}!�

 1á45"1���:E}!"1

f�9?-��E�

�

�

� ,���u�x����°.²�²

45!�9¼,1CD:E�

�

� �ÏuJ�,��E6�î����E°

.*)5]!��B�u�!±�Ï

@��1¯�4�ý�"1f�E�

! ��B�u�?�,���u�?,

�5�1³}k.45!�ÚA5

ËÌ1CD����

�

" �¦!´�»�1�:E�

�

�

�

�ù&41@)��¦�.��¾�6.?7

U:(k��¦!UB.AJ�1�a��

D:E�

�o)!f�1ºi|b�b6.?7U:(

k�¸�_�fÚÝ\�f18@:E�

�

�"1�b6.�>¢i�1@wKL9!7

�¦i�1�A:5A�^_w^_Â�¹

_^_t1´4�å¿!h�9B��b

ÀÁAxí��:E8-��å¿!h�¹

_^_t19B��b6.7º(�|U6

.�1�-,��D:6.?7U:(k�

�:E�

�KL,-!Ê*?²9�]��J-,ÏA

Õi4���5ËÌ!´Â1�n4´

8@:E�

�î�9±,1¯�8@�f�@:E¯�7

U9�,����Ú84�±°,��6)�

�:±°7J:,1KL�ÃY, �ÏÆ

U1Ù�E�

�KL,-!Ê*?²9�]��J-,ÏA

Õi4���5ËÌ!´Â1�n4´

8@:E�

�

�

�

�

�

�

�

�\]b��B�u�?��J��°.²�ü45]Ú�1³4, �ÚA5]� �

!*�w��CD:6.?7U5,E±�45���5�7U5,ÄE� �

- 29 -



実践事例２(当該学年教材・ねらいを一部変えて指導) 

当該学年教材｢わすれられないおくりもの｣(物語文)を用いて 

 

 

１．研究対象者 

小学 3 年男子、広汎性発達障害、知的発達は標準である。聴覚情報処理より、視覚

情報処理の方が優位である。自分の世界に入り込んでしまうことが多く、指示は目の

前で視線を合わせてから行わないとほとんど聞いていない。 

また話題に沿った会話が成立しないことがある。場に応じた言葉づかいができず、

時には暴言（本人は感じていない）を吐いてしまうことがある。思い通りにいかない

と担任以外の前でパニック（癇癪をおこし、暴れてしまう）を起こすことがある。 

 学習面では、当該学年の教科書を使用している。第２学年末のテストでは国語・算

数ともに 60 点前後であった。 

 

２．平成２２年度末の国語科学習評価シートによる学習評価の結果 

Step4 データの

まとめ 

児童生徒名：  ３学年 小 1、2 年 ・ 小 3、4 年 ・ 小 5、

6 年 ・ 中 1 年 ・ 中 2、3 年 

 

項目 
国語への 

関心・意欲・態度 
能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

Ａ 

話すこ

と・聞 

こと 

・自分から進んで話す

ことはしない。質問を

すれば答えることはで

きる。大人とならば経

験を話すことはできる

が、事柄の順序を考え

て話すなどの様子はみ

られない。大事なこと

を聞き洩らす傾向もあ

る。 

話す・聞く能力 

・質問をすれば、知らせた

いことを話すことができる

が、事柄の順序を考えるこ

とは難しい。視覚優位のた

め、なかなか耳に情報が入

らない様子で、大事なこと

を聞き洩らすことが多い。

話し合うことは難しい。 

・姿勢や口形に注意してはっ

きり話すことができる。普段

は丁寧で正しい言葉を使う

ことができるが、夢中になる

と乱暴な言葉遣いになるこ

とがある。 

Ｂ 

書くこ

と 

・黒板を写すことはで

きる。作文では目的に

応じて文の組み立てを

考えて書くことは難し

い。書いた文章を読み

直すことは難しい。好

きなキャラクターを使

用した漫画のような読

書く能力 

・相手や目的を考え事柄の

順序、語や文の続き方に注

意して書くことは、指示を

すれば部分的に書くことが

できることもある。文の組

み立てを考えたり、接続詞

を使ったりすることは難し

・当該学年の漢字は８～９割

書ける。同じ読み方をする単

語を見つけたり、平仮名を自

分から漢字に直して書いた

りすることができる。文章の

中で句読点や「 」を使用す

ることは難しい。 
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み物を書いている。 い。間違いがないか読み返

すことも難しい。 

Ｃ 

読むこ

と 

・やさしい読み物であ

れば内容をとらえた

り、声に出して楽しん

で読んだりすることが

できる。慣れてくると

読む口調を変えたりす

ることができる。 

読む能力 

・自分から読み物を読んだ

り音読したりすることがで

きる。短い文章や何度も繰

り返し読んだ内容について

は、時間や順序に着目して

読むことができる。本に挿

絵がついていれば、叙述に

即してイメージして読むこ

とができる。 

・平仮名、カタカナは全て読

める。当該学年の漢字も８～

９割読むことができる。 

児童生徒の特徴のまとめ 

 漢字については興味があり、漢字練習などでは積極的に発表することがある。特に知っ

ている単語と同じ読み方をする漢字が出てくると、質問をすることが多い（例：紙という

字を練習すると「これは髪の毛のかみですか？」等）。当該学年の漢字が読めることもあ

り、教科書はスラスラ音読でき、気分に応じて読み方を変えて読むことがある。簡単な質

問をすれば、質問内容について答えることができる。時々友達同士であれば、「○○は好

きですか？」と自分から質問することもある。またわからないことがあれば、自分から「○

○は何ですか？」と質問をすることもある。視覚優位のため、なかなか耳に情報が入らな

いことあり、聞き洩らしがあったり、友達から質問をされた時に無視するつもりがなくて

も、結果的に無視してしまったりすることがある。 

 

 

３．国語科学習評価シートによる評価結果を踏まえた国語科指導への反映事項 

（１）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の枠組み 

①国語科の総授業時数について 

「通常の学級に比べて減らしている」 

通常の学級は、週 7 時間（書写を含む）のため、国語科授業が 1 日 2 時間の日があ

るが、対象児童の実態から、1 日 1 時間で週 5 時間+書写 1 時間で指導することとした。 

 

②国語科の教科書について 

「主に当該学年の教科書を使用することにした」 

2 年生の時点でほぼ当該学年の教科書を使って指導できたことから、3 年生でも問題

なく使用できると考えた。 

 

③各単元のねらいについて 

「単元によっては、当該学年のねらいの一部を変えることにした」 

対象児童は、当該学年の単元のねらいで学習を行うことは難しいと考え、物語文や

説明文ではねらいを簡単にした。例えば、物語文として、通常の学級では「主人公の
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様子や気持ちを読み取る」であるが、「動作化をすることにより、主人公の立場になっ

て気持ちを知ることができる」などの変更が必要と考えた。 

  

④指導の場と主な指導者について 

「全ての時間を特別支援学級で実施することにした」 

その理由として、現段階では、対象児童にとって通常の学級での大きな集団の中で

の指導より、個別指導に近い形での指導の方が理解しやすいと考えたからである。 

 

⑤自閉症・情緒障害特別支援学級における指導形態等について 

「主に小集団指導で実施することにした」 

その理由として、対象児童と同様の実態を示す在籍児童がいたことや、小集団での

指導では本人にも負担がかからないと想定したからである。 

 

⑥評価について 

「当該の評価基準を一部活用して、評価（到達度評価）することにした」 

その理由として、ねらいを一部変えた指導を考えているので、それに応じた基準を

設定した。 

 

⑦年間の指導計画について 

「使用する当該学年の教科書通り、特に変更せず年間計画を作成した」 

4 月の時点では、当該学年の教科書通り年間計画をたてることで開始した。しかし、

通常の学級よりも授業時間が少ない上、授業進度に時間がかかり削除した単元もあっ

た。具体的には、新出漢字は当該学年の内容を年間計画に位置付けたのであるが、新

出漢字は 7～8 割は理解できている実態から、計画を変更することなどを行った。 

 

（２）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の内容 

 ①当該学年の指導内容の重点化・簡素化 

4 月の段階「当該学年の内容で指導を重点的に実施しようとする内容を想定した」 

「指導内容を簡単に扱おうとしたりする内容を想定した」 

↓ 

7 月の段階「当該学年の内容によっては、最初から取り扱わないとした内容もあ 

った」 

「指導内容を簡単に扱おうとしたりする内容を想定した」 

4 月の段階では、指導を簡単にしながら重点的に扱う単元を設定していたが、指導に

時間がかかりすぎたり、児童にとって内容が難しかったりしたため、7 月の段階で計画

通りに進めることが困難になった。そこで、取り扱わない内容もでてきた。 

 

②下学年の指導内容の重点化・簡素化 

下学年の内容を取り扱うことはしなかった。 
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③各内容のまとまりの重点化・簡素化 

「読む力の向上を目指して、主たる指導の内容を想定した」 

「新出漢字等の言語事項について主たる指導内容を想定した」 

昨年度、漢字と音読を中心に取り組んだので、今年度も漢字や音読は、毎時間指導

を行うこととした。漢字については、単元の最初の時間に新出漢字の筆順を確認しな

がら、一つずつ練習をしていった。 

 

  ④題材・内容選択について 

「当該学年の物語文教材を主たる指導内容と想定した」 

「新出漢字を主たる指導内容と想定した」 

国語科学習評価シートを使って学習評価をした結果、今まで取り組んでいなかった

部分が多くあったことに気がつき、できるところまでやってみることにした。 

そこで、漢字や音読に加えて、あまり取り上げていなかった物語文を中心に取り組

むこととした。ねらいを精選したり、児童に合わせて変えたりすることで指導をする

こととした。 

 

（３）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における配慮 

①関心・意欲・態度について指導上の配慮 

「国語科に関心が持てるよう、対象児童生徒の興味関心と関連して指導している」 

対象児童の視覚情報処理の優位性という特性に配慮して写真や絵を利用したり、ジ

ェスチャーなどを取り入れたりした。 

 

②各能力についての指導上の配慮 

「書く力を向上させるために、作文指導等を取り入れている」 

「書く力を向上させるために、漢字指導等を取り入れている」 

絵日記や作文では、出来事と「おもしろかった」という感想のみになりがちであっ

たので、「5W1H+感想」を想起させる補助教材を活用し、作文を毎週書かせるようにし

た。 

 

③言語についての知識・理解・技能についての指導上の配慮 

4 月の段階「文中の語句、文言の解説をするなどをして内容の理解を促している」 

↓ 

7 月の段階「文中の表現についてイメージできるように動作化をしている」 

4 月段階では、語句を詳しく解説するように試みたが、理解が難しいことがわかった

ため、7 月段階から、語句をイメージできるように動作化することを導入した。それに

より、語句の意味が理解できるようになってきた。 
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４．国語科指導における１年間の方針 

昨年同様、当該学年の教科指導を行うことにした。特に漢字・音読を中心にし、さ

らにあまり取り上げなかった物語文や作文にも重点をおくことにした。4 月段階には、

取り扱わない内容は特に設定せず、物語文教材の段落ごとに語句の意味などを詳しく

解説しながら指導する、作文については週 1 回程度の指導回数を確保する、といった

方針を立てた。 

しかし、指導を進めるに従って、一つの単元の指導に時間がかかり過ぎることや、

語句の意味を口頭で解説しても理解が進みにくいといったことが見られたため、7 月の

段階で、取り扱わない単元を設定したり、心情理解や情景理解を促進する手だてとし

て挿絵や動作化を取り入れたりするように方針を変更した。また、単元に関する指導

時間の確保を優先させるために、作文指導を週 1 回程度から行事等の後のみに指導す

るように変更した。 

 

５．国語科年間指導計画 

A 児（小３）210 時間（特別支援学級での授業時間）/245 時間（小３の正規授業時数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３

月 

予
定

 

「
か

え
る

の
ぴ
ょ

ん
」

 

「
宝

物
を

し
ょ
う

か
い

し
よ
う

」
 

漢
字

 

「
消

し
ゴ

ム
こ
ろ

り
ん

」
 

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
い

ろ
い

ろ
な
手

紙
を

書
こ
う

」
 

「
め

だ
か

」
「

漢
字

」
「

作
文

」
 

「
国

語
辞

典
の
引

き
方

」
 

「
俳

句
に

親
し

む
」
「

漢
字

」
「

作

文
」

 

「
漢

字
の

広
場
」
「
話

の
聞

き
方

」

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
わ

す
れ

ら
れ
な

い
お

く
り
も

の
」

「
漢

字
の

広
場
」
「

漢
字

」
「
作

文
」

「
ロ

ー
マ

字
」「

様
子
を

う
か

べ
て

」

「
く

ら
し

と
絵

文
字

」「
漢

字
」「

作
文

」

「
モ

チ
モ

チ
の
木

」
 

「
こ

と
わ

ざ
・
慣

用
句

」
 

「
の

ら
ね

こ
」
「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
ど

ち
ら

が
生
た

ま
ご

で
し
ょ

う
」

「
方

法
を

選
ん

で
し

ょ
う

か
い

し
よ

う
」

 

「
漢

字
」
「

作
文

」

「
強

く
心

に
残
っ

て
い

る
こ
と

を
」

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
お

に
た

の
ぼ
う

し
」

 

「
ロ

ー
マ

字
」
「
漢

字
」
「

作
文

」
 

実
践

 

「
白

菜
ぎ

し
ぎ
し

」
 

「
か

え
る

の
ぴ
ょ

ん
」

 

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
消

し
ゴ

ム
こ
ろ

り
ん

」
 

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
め

だ
か

」
 

「
漢

字
」
「
作

文
」

 

「
国

語
辞

典
の
引

き
方

」
 

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
漢

字
の

広
場
」「

話
の

聞
き
方

」

「
漢

字
」
「

作
文

」
 

「
わ

す
れ

ら
れ

な
い

お
く

り
も

の
」

 

「
漢

字
の

ひ
ろ
ば

」
「

漢
字

」

「
ロ

ー
マ

字
」

 

「
く

ら
し

と
絵
文

字
」
「
漢

字
」

 

「
モ

チ
モ

チ
の
木

」
 

「
こ

と
わ

ざ
・
慣

用
句
」「

漢
字

」

   

 

 

 

 

 

- 34 -



６．単元 「わすれられないおくりもの」の実践例 

（１）単元名「わすれられないおくりもの」（当該学年教材・下学年教材） 

 

（２）単元のねらい（当該学年のねらい・当該学年のねらいを一部改変・下

学年のねらい） 

自閉症・情緒障害特別支援学級での単元のね

らい 

◎あなぐまの人柄や気持ちについて、

絵や動作をすることでイメージ化

させたり、内容を細かく説明したり

しながら大体の内容を読み取る。 

◎あなぐまの死を知った動物たちの

気持ちについて、絵を見せながら考

える。 

◎森の動物たちとあなぐまの思い出

について、一つずつ絵や動作をしな

がらイメージ化し、教師と一緒にま

とめる。 

 通常の学級で実施する際の単元のねらい 

◎あなぐまの人柄や気持ちを読み取

る。 

◎死にいたるまでのあなぐまの様子を

読み取る 

◎あなぐまの死を知った動物たちの気

持ちを考える。 

◎森の動物たちとあなぐまとの思い出

についてまとめる。 

◎「わすれられないおくりもの」はな

んなのかを考える。 

 

 

（３）単元設定の理由 

 対象児童は、やさしい読み物であれば、内容をとらえたり声に出したりして楽し

んで読むことができる。しかし、物語文や説明文の文章を読み取る力が弱いため、叙

述に即した場面の様子や登場人物の行動の読み取り、気持ちを想像することが苦手で

ある。 

そこで、「文章に沿って挿絵を見せたり動作をしたりしてイメージを図る」「段落ご

とに内容を確認しながら読み取るようにする」「教師の質問に答える形で、文章全体の

内容理解を深める」の 3つの手だてで行う。 

このことにより、物語文の楽しさを味わうことができるのではないかと考え、本単

元を選定した。 

 

（４）単元計画 

自閉症・情緒障害特別支援学級での単元計画

●時間数（15 時間取扱） 

第１次・・・・・・・・・（５時間） 

・漢字練習（３時間） 

・音読練習（２時間） 

第２次・・・・・・・・・（10 時間） 

①「わすれられないおくりもの」を読

み、読み終えた感想を発表したり、

ノートに書いたりする。 

 通常の学級で実施する際の単元計画 

●時間数（９時間取扱） 

①「わすれられないおくりもの」を読み、

心に残ったことを中心に感想を書く。

②③一、二の場面を読み、あなぐまの人

柄を読み取る。 

④三の場面を読み、あなぐまが死に至る

までの過程を読み取る。 

⑤四、五の場面を読み、あなぐまの死を
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しかし、意味段落を想定して

の改行や、内容に応じて記述

するなどは課題が多く残って

いる。 

Ｃ 

読むこ

と 

・1～2年生程度の読み物

であれば、特に起承転結

の明確なストーリーが

ある本は、意欲的に読も

うとしている。 

 

読む能力 

・下学年内容であっても、言

語や内容の意味を十分理解し

て読めているわけではない。

文章を理解して内容を読み取

ることは、1～2年生程度でも

十分ではない。特に状況を把

握することや、叙述に即して

想像して読み取ることが難し

い。 

・下学年内容であっても、言

語や内容の意味を十分理解し

て読めているわけではない。

また、文章の内容を理解して

読み取ることは、1～2 年生程

度でも十分ではない。特に状

況を把握することや、叙述に

即して想像して読み取ること

が難しい。 

児童生徒の特徴のまとめ 

 当該学年（3 年）の漢字を読むことができるので、音読は流暢にできる。しかし、説明文や

物語文では、叙述に即して読み取ることや、言語理解は 1～2年生程度でも十分ではない。話す

ことでは、経験したことを時系列に沿って話題からそれないよう話をしたり、文章に書いたり

することに困難さがみられる。言語の表記については、当該学年の漢字表記は不十分であるが、

漢字を読むことや、平仮名、カタカナ、促音、拗音、２年生程度の漢字を書くことはできてい

る。 

 

 

３.国語科学習評価シートによる評価結果を踏まえた国語科指導への反映事項 

（１）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の枠組み 

①国語科の総授業時数について 

「やや増やした」週 2.5 時間から 3時間(特別支援学級での指導時間数) 

対象児童の評価結果から、対象児童は叙述に即して読み取る力に課題があり、その力を

身に付けるために時数を増やすことにした。本来なら大幅に増やしたいのだが、在籍児童

が 8名（さらに教育相談 4名）という本校の実態から、上記指導時間しか確保できないた

めである。「話す」等の内容は、スピーチする時間を自立活動や道徳の時間にも設け、各教

科領域で扱うことにした。 

また、国語科指導においては、通常の学級での交流及び共同学習の時間も含めると、通

常の学級と同様に週 6時間で指導を行っている。 

 

②国語科の教科書について 

「当該学年の教科書を中心に、下学年教科書の一部を使用することにした」 

対象児童の保護者は統合教育への強い希望があるため、保護者の希望を取り入れて、国 

語科は通常の学級で 3時間（習字 1時間含む）を実施することにした。そこで、自閉症・
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情緒障害特別支援学級では、当該学年の教材や、一部下学年の教材を取り入れながら、両

者を使い分けて対象児の目的に沿った学習を進めることにした。 

 

③各単元のねらいについて 

「単元によっては、下学年のねらいの一部を変えることにした」 

対象児童の実態から、当該学年（4 年）の題材における学習のねらいを達成することは

困難と想定されたことから、物語や作文では下学年のねらいにしたり、説明文では下学年

の題材を取り扱ったりした。 

通常の学級での交流及び共同学習における国語科は、国語の一部（漢字）は当該学年の

ねらいで実施することにした。 

 

④指導の場と主な指導者について 

「特別支援学級と通常の学級の両方の場で両担任が指導をすることにした」 

 保護者のインクルージョン教育への強い希望があり、国語の一部（漢字・音読・書くこ 

と・読むこと・習字）は通常の学級で、話すこと・物語文や説明文の読み取りは、特別支 

援学級で行うなど、両方の場で学習内容を分担し指導することにした。 

 

⑤自閉症・情緒障害特別支援学級における指導形態等について 

「主に小集団指導で実施することにした」 

対象児童の実態から、言語の読み取りや表現力に課題があり、モデルとなる同学年の児 

童と小集団での指導をする。さらに、自立活動の「コミュニケ―ション」や「人間関係の

形成」に関する課題も多く、小集団で指導することで、学び合いが促進されると予想でき

たため、主に小集団指導で実施することにした。 

 

⑥評価について 

「当該及び下学年の評価基準を一部活用して評価することにした」 

主に下学年のねらいに沿った学習を進めているが、通常の学級で実施する国語は、当該

学年の評価をするため、当該学年及び下学年の評価基準(学校で作成)を一部活用して評価

することにした。 

 

⑦年間の指導計画について 

「当該学年と下学年の単元を混在して、年間計画を作成した」 

対象児度の実態や保護者の希望により、通常の学級（交流及び共同学習）と特別支援学

級で実施する国語科の指導時間が混在している。さらに、本人の学年への配慮（自尊心の

尊重）を考慮し、当該学年の物語文や説明文の目標設定は、下学年の目標で対応すること

にした。作文や話すこと、言語事項は、下学年の単元とすることにした。 

 

（２）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の内容 

①当該学年の内容の重点化・簡素化 

「当該学年の内容で指導を重点的に実施しようとする内容を想定した」 

- 40 -



「当該学年の内容で指導を簡単に扱おうとする内容を想定した」 

対象児童の実態から、叙述に即して読み取る力に課題があるため、物語文１作品と音読、

言語（漢字・辞典の使い方・文法）は、当該学年の内容で下学年に目標設定し、重点的に

実施することにした。 

説明文は長文になり、当該学年の指導時間で読み取ることが困難であるため、下学年の

題材で重点的に実施する。 

作文（観察文・紹介文・取材文・文集）では、理科や総合学習との関連から内容を簡単

に扱うことにした。 

 

②下学年の内容の重点化・簡素化 

「下学年の内容で指導を重点的に実施しようとする内容を想定した」 

対象児童の実態から、書かれている内容を正確に読み取る力を身につけるため、序論・

本論・結論の明確な説明文を扱う必要がある。読み切れる文章の量や内容を考慮し、下学

年の説明文１作品を重点的に扱うことにした。 

 

③各まとまりの内容の重点化・簡素化 

「話す・聞く力の向上を目指して主たる指導内容を想定した」 

「読む力の向上を目指して、主たる指導の内容を想定した」 

対象児童の実態から、話題に沿って順序よく話をしたり聞いたりすることや、叙述に即 

して読み取ったりする力に課題があるため、重点的に扱う単元（物語１作品・説明文１作

品）を設定した。 

１単元における指導時間は、対象児童の実態から大幅に増やすことにした。 

 

④題材・内容選択について 

「当該学年または下学年の物語文教材を主たる指導内容とした」 

国語科における交流及び共同学習を推進しているという本校の実態から、当該学年の題

材を扱う必要がある。対象児童は「叙述に即して読み取る力」に課題があるため、物語文

を用いて「いつ・どこで・誰が・何をした・その時の気持ち」の観点で、時系列に沿って

内容や気持ちを読み取る指導を展開する。物語文は学年を配慮し、当該学年の教材を扱う

が、単元における指導時間は大幅に増やすことにした。 

 

⑤その他 

  「国語に関する内容でも自立活動でも定着を図った」 

4 コマ漫画を用いて内容や気持ちを読み取り、コミュニケーションに関わる内容につい 

ては、自立活動の時間を設定し指導をすることにした。 

 

（３）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における配慮 

  ①関心・意欲についての指導上の留意点 

作文教材に意欲的に取り組めるよう、学校行事や日常生活と関連づけ、写真、パンフレ

ット等の視覚教材や連絡帳を活用し、書くことへの不安を軽減することに努める。 
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  ②各能力についての指導上の配慮 

「話す力や聞く力」を向上させるために、国語科指導では、年間を通じてスピーチタイ

ムを設定する。話題は自己選択とし、スピーチする手順をパターン化する。今日の話題を

述べて、「いつ」「どこで」「誰が」「何をした」「気持ちや感想」の順番でスピーチをする。 

聞く時には、スピーチの内容で分からないことや、もう少し詳しく聞きたいことについ

て必ず質問することをルールとした。スピーチ終了後には、児童間で評価をし合うことで

目的意識を向上させたいと考えた。 

 

  ③言語についての知識・理解・技能についての指導上の配慮 

形容詞や指示語の理解が困難な実態から、動作化させたり繰り返し練習したりする。名

詞は、実物や写真、絵など視覚的な教材を用いるよう配慮することにした。 

 

  ④その他 

他の事に注意が向かないよう、本時間のみの資料を用いる。音読や意味理解が促進され

るよう、文節で区切れる文章を作成し直している。 

 

 

４．国語科指導における 1年間の方針 

対象児童の実態を踏まえ、国語科の指導では、特別支援学級での指導時間をやや増加す

る。特別支援学級では、対象児童の実態から、「話すこと・聞くこと」、「読むこと」の指導

を重点的に扱う。 

また、「話すこと・聞くこと」の力をつけるために、毎時間「スピーチタイム」を設定す

る。話題を決め、話す事柄を順序よく、時には理由を述べながら話したり、大事なことを

落とさないように聞き、質問したり感想を述べたりする。 

「読むこと」の力は、物語文や説明文では叙述に即して読み取ることや、言語理解は 1

～2年生程度でも十分でないため、物語文（当該学年）と説明文（下学年）を題材にし、

登場人物の行動や気持ちを叙述に即して読むことや、時間的な順序や事柄の順序などをと

らえながら読むことを丁寧に行う。 

言語事項の指導については、パターン化や動作化、写真や絵、デジタル教科書など視覚

的な支援により理解を促す。 

交流及び共同学習における通常の学級での国語科では、国語の一部（漢字・音読・習字・

視写・作文・説明文や物語文の簡単な読み取り）を教育補助員の支援を受けながら実施す

る。 
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 （３）単元設定の理由 

対象児童は、叙述に即して場面の様子や登場人物の行動を読み取り、気持ちを想像する

ことが十分でない。言語理解は 2年生程度であり、動詞や形容詞、指示語などイメージで

きる語彙数が少ない。 

そこで、対象児童の自尊心への配慮も含め、当該学年の教材である物語文「ごんぎつね」

を扱うが、下学年のねらいを想定して指導を展開する。物語文「ごんぎつね」は、6 場面

から構成され時間の移り変わりに従って場面が捉えやすいことや、主人公ごんの行動は、

既習事項である「いつ・誰が・どこで・何をした」で読み取れること、さらに、ごんの行

動は「ごんは～しました」というキーワードを示すことで読みとりが可能となることなど、

対象児にも理解しやすい単元である。また、その時代の生活や情景描写が美しく表現され

ているので、挿絵や言語からイメージを膨らませることができるのではないかと考えた。

「いたずらばかりしていたごん」が、「兵十に対する償い」の行動へ変容する過程を通して、

ごんの行動と気持ちを想像することができるようにしたい。 

本単元では、対象児童と同学年の 2名による小集団による指導形態とする。小集団の指

導形態にすることにより、語彙の広がりや動作化等を学び合いで促進できると考え、本単

元を設定した。 

 

（４）単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）本時の活動（第３次 11 時間／16 時間） 

①目標 

自閉症・情緒障害特別支援学級での単元計画 

●時間数 （16 時間取扱） 

第１次 物語を読んで学習計画を立てる 

（２時間） 

 ・登場人物を確認しながら感想を発表する。

 ・場面毎にわけ学習内容を知る。 

第２次 場面毎にごんの行動を読み取る 

（８時間） 

 ・第１場面いたずらするごん 

 ・第２場面そうれつ場面のごん 

 ・第３場面うなぎのつぐないをするごん 

 ・第４場面二人の後をつけていくごん 

 ・第５場面お念仏を聞くごん 

 ・第６場面うたれるごん 

第３次 場面毎にごんの気持ちを想像し吹き

出しに書く     （５時間） 

第４次 評価テスト      （１時間） 

  

通常の学級で実施する際の単元計画 

●時間数 （11 時間取扱） 

第１次 物語を読んで学習計画を立てる 

（３時間） 

 ・初発の感想をまとめ     

 ・場面毎の課題を話し合う 

 ・全体の課題を話し合う 

第２次 場面毎にごんの気持ちの変化を読み

取る        （４時間） 

 ・第１場面いたずらするごんの気持ち 

 ・第 2 場面いたずらを後悔するごんの気も  

      ち 

 ・第３場面償いの気持ち 

 ・第４・５場面兵十への期待と不満 

第３次 人物の気持ちを読み取り第６場面を

書き換える     （３時間） 

 ・第６場面うなずいたごんの気持ち 

 ・ごんの立場で第６場面を書き換える 

第４次 学習を振り返る    （１時間） 
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実践事例５（当該学年教材・下学年のねらいで指導）  

当該学年教材「ごんぎつね」（物語文）の指導  

 

 

１．研究対象者 

4 年男児、アスペルガー症候群、知的発達の程度は境界線域である。感情のコントロー

ルが苦手で突然教室から逃げていってしまったり、他者の全ての注意を自分に向けたがっ

たりすることが多い。 

また、他者の気持ちの理解や状況の判断が苦手であり、困り感を感じることも多い。よ

って、場に応じた適切なコミュニケーションの取り方や対応の仕方、時間を守ることにつ

いて日々指導を続けている。 

 

２．平成 22 年度末の国語科学習評価シートによる学習評価の結果 

Step4 データの

まとめ 

児童生徒名：  ４学年 小 1,2 年 ・ 小 3,4 年 ・ 小 5,6 年 ・

中 1 年 ・ 中 2,3 年 

 

項目 
国語への 

関心・意欲・態度 
能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

Ａ 

話すこ

と・聞く

こと 

・自分の経験したことに

ついて話そうとしている

が、相手に応じて経験し

たことなど、話題からそ

れないように話し合うこ

とは難しい。また、相手

や目的に応じて調べた事

などについて話の中心に

気をつけて話を聞こうと

することはできていな

い。 

話す・聞く能力 

・自分の経験したことに対する

質問には、語彙は乏しいが答え

ることができる。話を聞くこと

はできるが、集中力が持続しな

いために、大事なことを聞き洩

らしてしまうこともある。時

折、的確な答えや感想等を言う

時もある。 

・文中の主語や述語の関係

に注意して話したり聞いた

りすることはできる。しか

し、修飾と修飾語との関係

など、文の構成や文と文と

の意味のつながりを考えな

がら、指示語や接続語を使

って聞いたり話したりする

には至っていない。 

Ｂ 

書くこ

と 

・友達への手紙や新聞作

りなど、相手や目的が明

確な場合は、事柄を集め

て簡単な組み立て考えて

文を書く様子がみられ

る。しかし、書いた文章

を読み直そうといった様

子はみられない。 

書く能力 

・相手を考えながら書くことは

できるようになったが、目的を

考えながら書くことは十分で

ない。また、自分の考えが明確

になるよう、簡単な組み立てを

考えたり、事柄の順序を考えて

語と語や文と文の続き方に注

意して書くなどはできていな

い。読み直す習慣を身につけ、

間違いなどに注意することは

今後の課題である。 

・書く時の姿勢や用具の持

ち方は注意されることが多

く、注意を受けると直すこ

とができる。１年生に配当

されている漢字を書くこと

はできるが、文中では使う

こともない。文中の主語と

述語の関係に注意して書く

なども、今後の課題である。
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Ｃ 

読むこ

と 

・やさしい読み物の内容

を大体捉え、自分なりに

楽しむことはできている

が、想像を膨らませなが

ら声に出して楽しむまで

には至っていない。説明

文など自らから気にいっ

た読み物は読んでいる

が、いろいろな分野まで

の広がりはない。また、

一人一人の考え方や感じ

方の違いに気付いて読む

ことはあまりできていな

い。 

読む能力 

・時間や事柄の順序について

は、大体を読みとることができ

ているが、場面や事柄のまとま

りなどについて叙述に即し、想

像を広げながら読むことはで

きていない。教師の支援がある

と、自分の経験したこととつな

げ、登場人物の気持ちなどを理

解することはできる。 

・はっきりした発音で読む

ことはできている。教材を

繰り返し音読練習すること

で、該当学年の教材も読む

ことはできる。該当学年ま

でに配当されている漢字の

読みは苦手である。文中の

主述の関係理解や、言葉遣

い、敬体などの文体を意識

することはあまりできてい

ない。 

 

 

３．国語科学習評価シートによる評価結果を踏まえた国語科指導への反映事項 

（１）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における枠組み 

①国語科の総授業時数について 

「やや増やした」→週 4時間から 6時間 

対象児童の学習評価の結果から、「書くこと」や「読みとり」が苦手であるため、その力

を身につけるために時数を増やした。時間数はもっと増やしたかったが、交流や学校行事

などがあり、週 6時間以上は増やすことはできなかった。相手の心情理解については、自

立活動や道徳の時間にも内容を扱い取り組むことにした。 

 

②国語科の教科書について 

「主に当該学年の教科書を使用」 

対象児童は、発音は明瞭で、新出漢字も練習するとすぐに読めるようになる。 

また、当該学年の教材を選ぶと、交流学級の友達との間に共通な話題が生まれると考え

られ、それによって児童の友達関係の広がりが生まれ、社会性やコミュニケーション能力

の向上が期待できると考え、主に当該学年の教科書中心に学習を進めることにした。 

 

③各単元のねらいについて 

「ねらいは下学年のねらいで実施することにした」 

対象児童の実態から当該学年（4 年）のねらいを達成することは困難と考え、ねらいは

下学年のねらいで実施することにした。 

児童生徒の特徴のまとめ 

・｢話すこと・聞くこと｣に比べて、｢書くこと｣、｢読むことの｣評価が低い。特に｢書くこと｣

に関してはＤ児の苦手意識も高いので指導上の配慮が特に必要である。｢話すこと・聞くこ

と｣、｢書くこと｣、｢読むこと｣の３項目で共通して今後の課題になっているのは、文の中の

主語と述語の関係に注意して話したり、聞いたり、書いたり、読んだりする等、言語につい

ての知識・理解・技能の内容を高めていくことである。本児の場合、該当学年の教科書を使

う場合でも、そのねらいは下学年(１，２年)のねらいを設定して国語学習を進めることとす

る。 
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④指導の場と主な指導者について 

「特別支援教室で担任が主となって学習をした」 

物語文で、児童が登場人物になりきって音読をする場合など、他の先生にも音読に加わ

ってもらい授業を行うこととした。また、交流学級の友達のノートをコピーさせてもらい、

友達の意見や感想を読み、自分の意見と同じところや違うところを見つけながら学習を進

めることを考えた。 

 

⑤自閉症・情緒障害特別支援学級における指導形態等について 

「主に個別指導で実施した」 

本児は一斉指導の場が苦手であり、一斉指示が十分に聞けず聞き漏らしが多い。 

さらに、語彙が乏しく語彙の説明がその都度必要など、本児の特性に合わせた指導をす

るために、個別指導を行うこととした。 

「話すこと・聞くこと」の指導では、小集団における学びあい学習や話し合い活動を行

うこととした。 

 

⑥評価について 

「下学年の評価基準を活用した」 

下学年のねらいで学習を進めているので、評価基準も下学年のものを活用して評価する

ことにした。 

 

⑦年間の指導計画について 

「当該学年と一部下学年の単元を混在して、年間計画を作成した」 

4 年生としての自覚を高める、交流学級の友達とコミュニケーションが取れるようにし

たいと考え、物語文や説明文などは当該学年の教材を選んだ。 

話すことは苦手であるため、下学年の教材を使うことで、人とのコミュニケーション能

力を高めることができると考え、一部下学年の単元を混在して年間指導計画を作成した。 

 

 

（２）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導の内容 

  ①当該学年の内容の重点化・簡素化 

｢当該学年の内容によっては、最初から扱わないとした内容も想定した｣ 

物語文、説明文など児童が興味・関心を持ちやすい当該学年の単元を選んだ。週６時間

での国語の学習では、習得できる単元数が限られてくるので、読み物教材を主に扱った。 

 

②下学年の内容の重点化・簡素化 

｢下学年の内容で、指導を重点的に実施しようとする内容を想定した｣ 

児童が下学年で未習であった内容や、話すことが苦手の児童の実態にあわせて、「話すこ

と・聞くこと」の教材は下学年のものも選んだ。 
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③各内容のまとまりの重点化・簡素化 

｢話す・聞く力の向上を目指して、主たる指導内容を想定した｣ 

話す・聞く力を高めるために、当該学年の「よりよい学級会をひらこう」、下学年（2年）

「ともこさんはどこかな」を選んだ。 

 

④題材・内容選択について 

  ｢当該学年の物語教材を主たる指導内容と想定した｣ 

    「茂吉のねこ」の物語文の学習で、物語に対する興味・関心が高まったので、対象児童

が興味関心を示しそうな当該学年の物語文教材（例：「ごんぎつね」）を重点化して学習し

た。2 月には児童が興味を示しそうな該当学年の説明文教材（例：「うなぎのひみつ」）を

重点的に学習することを予定している。 

 

（３）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語指導における配慮 

①関心・意欲・態度についての指導上の配慮  

｢国語科に関心が持てるように、対象児童の興味関心と関連して指導している｣ 

4 月当初は、児童が興味・関心を持ちやすい物語文や説明文を選び学習を行っていくこ

とにした。 

 

②各能力についての指導上の配慮 

｢読む力を向上させるために、音読を意識的に取り入れている｣ 

音読を繰り返すことで、あらすじや言葉の意味などの理解を高めるために、個別学習お

よび家庭学習でも音読に取り組ませることとした。 

 

｢書く力を向上させるために、漢字指導等を取り入れている｣ 

単元の新出漢字の読み書きができるように音読、及び漢字の読み書き課題を家庭学習で

も取り組ませることとした。 

 

③言語についての知識・理解・技能についての指導上の配慮 

｢文中の表現についてイメージできるように動作化をしている｣ 

文中に表現されている用語や意味について、イメージができるように動作化や劇化を用

いた。 

 

｢言語事項の指導に関しては、形式的なあるいはパターン化して理解できるように工夫

をしている｣ 

物語文の内容理解を促すために、挿絵カードを並びかえる活動を通して、おおよそのあ

らすじを捉えさせ、並び替えた挿絵カードを見ながらあらすじを話すことで、話す力を高

めることを想定した。 

登場人物の様子や気持ちを書かせる活動では、教科書をコピーして国語のノートに貼っ

たりするなど、視覚情報を提示することで書く力を高めるための配慮とした。また、登場

人物の気持ちが分からない時は、本児の写真を挿絵の上に置き、自分がその場面にいたこ
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とを想定させて考えさせたり、また自分が経験したことや身近な人の例から考えるように

支援することとした。さらに、本児の考えと友達の考えが同じや違いがあることに気づか

せるため、交流級の友達のノートのコピーを本児に読ませ、比較して感想を述べる学習に

取りいれることとした。対象児は語彙が乏しいので、教師が辞典を使って分からない語句

の読み聞かせをするなど、理解を高めることとした。 

 

｢文全体の理解を促すために写真等を用いて視覚化をしている｣ 

読み聞かせ等でも理解があいまいな語句に関しては、写真資料など視覚的教材を作り、

語句の理解及び文の理解を促すこととした。 

   

４． 国語科指導における 1年間の方針 

4 月当初、児童が興味・関心を持ちやすい物語文や説明文を選び学習を行うことで、国

語科学習の関心・意欲を高めることとした。この一年間で物語文にたくさんふれ、登場人

物の心情を読み取る力をつけたいと考えている。また、他者とのコミュニケーションの力

を高めるために、話すこと・聞くことの学習も行っていきたい。 

 

５．国語科年間指導計画  

小 4 198時間 （特別支援学級での授業時間） 196 時間（小 4 の正規時間数） 

 

４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

10 

月 

11 

月 

12

月

１
月

２
月

３
月

・
春
の
う
た
 

・
白
い
ぼ
う
し
 

・
白
い
ぼ
う
し
 

・
国
語
辞
典
の
使
い
方
 

・
よ
り
よ
い
学
級
会
を
し
よ
う
 

・
よ
り
よ
い
学
級
会
を
し
よ
う
 

・
大
き
な
力
を
出
す
 

・
動
い
て
、
考
え
て
ま
た
動
く
 

・
と
も
こ
さ
ん
は
ど
こ
か
な
 

・
一
つ
の
花
 

・
も
き
ち
の
ね
こ
 

・
夏
み
か
ん
 

・
国
語
辞
典
の
使
い
方
 

・
ア
ッ
プ
ル
と
ル
ー
ズ
で
考
え
得
用

・
ア
ッ
プ
ル
と
ル
ー
ズ
で
考
え
よ
う

・
こ
ん
ぎ
つ
ね
 

・
こ
ん
ぎ
つ
ね
 

・
こ
ん
ぎ
つ
ね
 

・
三
つ
の
お
願
い
 

・
三
つ
の
お
願
い
 

・
う
な
ぎ
の
な
ぞ
を
お
っ
て
 

・
う
な
ぎ
の
な
ぞ
を
お
っ
て
 

・
こ
と
わ
ざ
ブ
ッ
ク
を
作
ろ
う
 

 

６．単元「読んで考えたことを話し合おう」の実践例 

 （１）教材名「ごんぎつね」（当該学年教材・下学年教材） 

 

 （２）単元のねらい（下学年のねらい） 

自閉症・情緒障害特別支援学級での単元の

ねらい 

 

◎登場人物の行動や場面の様子から想像を

広げながら読み、自分の経験と結びつけて、

感想を持つことができる。 

 通常の学級で実施する際の単元のねらい

 

 

◎場面の移り変わりに注意しながら、登

場人物の正確や気持ちの変化、情景など

について、叙述をもとに想像して読む事
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Ｂ 

書くこ

と 

・内容を整理して書くこ

とや、文の組み立てを考

えて書く様子がみられな

い。また、主語を明確に

把握できず、内容を省略

する傾向がある。 

書く能力 

・目的や意図に応じて、自分の

考えを効果的に書くことはで

きない。しかし、題材によって

は、適切な表現や組み立てで書

くことが可能な時もある。 

・漢字表記に関して独特な

記憶の仕方があるため、正

しく表記できる字が少な

い。また、文字の書き方も

独特であり、他者が読みや

すく書けない。しかし、毛

筆は正しくバランスよく表

記することができる。 

Ｃ 

読むこ

と 

・興味のある題材の本で

あるならば、意欲的に読

むことはしている。 

読む能力 

・興味のある図書資料を積極的

に読んでいる。登場人物や情景

に着目し、おおまかな要旨を捉

えることもできる。しかし、目

的に応じて的確に要約するこ

とは難しい。 

・当該学年までのおおよそ

の漢字を読むことはでき

る。また、言葉に対する興

味を持っており、辞書を自

主的に頻繁に利用してい

る。 

児童生徒の特徴のまとめ 

自分の伝えたい内容を省略しすぎて、相手に伝わらないことが多い。また、話し手の意図を

早合点して受け取るため、相手の意図考えて聞き取る事ができない。文章の内容を理解してい

ても「話すこと」「書くこと」ともに省略しすぎる事で、わかりやすく伝えることができない。

文法について、おおよそ当該学年の内容は理解しているが、実際に活用することはできない。

音読は、古典も含め流暢に読むことができる。読むことには大変積極的であり、内容について

もおおよそ把握している。 

 

 

３．国語科学習評価シートによる評価結果を踏まえた国語科指導への反映事項 

 （１）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における枠組み 

  ①国語科の総授業時数について 

  「やや減らした 週 3時間」  

教科指導を十分に行うためには時数を多く持ちたいが、本人・保護者が交流及び共同学

習での授業を希望するなど、他の教科の時数の確保もあって現状の時数とした。 

 

  ②国語科の教科書について 

 「主に当該学年の教科書を使用」  

当該学年の学習内容が十分に習得されていない項目もあるが、本人・保護者の希望に沿

い、内容理解が可能な題材も多くあるため、当該学年の教科書を使いながら下学年の内容

も取り入れて、対象生徒に適した学習を進めることとした。 

 

  ③各単元のねらいについて 

  「単元によっては、当該学年のねらいを一部替えた」   

当該学年のねらいで学習するには、対象生徒の実態に適した学習ができないため、題材
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象生徒はその点で心配であった。そこで、「書くこと」の領域に重点を置いて指導すること

にした。 

 

  ④題材・内容選択について 

「対象生徒が興味関心を示しそうな内容の単元を想定した。」 

題材・内容の選択にあたっては、通常の学級の年間計画を基本とし、生徒が興味をもっ

て取り組み、実態に即して指導の工夫ができるものを優先することとした。 

   

 

（３）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における配慮 

対象生徒は言葉に興味を持っており、積極的に学習に取り組むことができる。特に「読 

むこと」に関しては積極的であるため、毎時間その能力を発揮できるよう指導を工夫する

ことにした。 

漢字表記については特殊な書き方をするため、低学年の漢字から、本人が正しく獲得で 

きるよう辞書を用いて指導することとした。 

「話すこと・聞くこと」については、言語についての構成等が理解できるので、類似の内

容を提示して意味の比較をさせるとともに、自立活動の時間にも取り扱うことにした。 

 

 

４．国語科指導における１年間の方針 

当該学年の教科書を使用し、必要に応じて下学年のねらいも混在して指導することにし 

た。題材・内容は、対象生徒が興味をもって取り組むことが可能なものや、社会生活を送

る上でも重要な内容を考え、さらに、生徒の実態に即して指導の工夫ができるものを優先

して選択した。題材の精選を行う中では、「話すこと・聞くこと」に関して、自立活動の時

間にも取り扱うこととした。また、本人が視覚情報の提示があると取り組みやすく、変化

もわかりやすいため、「書くこと」に重点を置いて指導することにした。 

また、本人や保護者の希望で年間を通して定期テストを受けるために、学期毎の内容を、

通常の学級の計画と合わせることを方針にした。 
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５．国語科年間指導計画 

 

 

６．単元「書く」の実践例 

(1)単元名「自分新聞をつくろう」（当該学年教材・下学年教材） 

 

(2)単元のねらい（当該学年のねらい・当該学年のねらいを一部改変・下学年の

ねらい） 

 

    

 

 

 

 

 

 

（３）単元設定の理由 

 対象生徒二人とも、内容が伝わりやすい文章を書くことが難しい。報告 7の生徒は、言

いたいことを省略しすぎて書くために伝えたいことがわからない。また、報告 8の生徒は、

書きたいことを上手くまとめられず、文章がふくらみすぎて要点がわからない。 

そこで、自分自身を紹介する「自分新聞」の記事を書くことで、わかりやすい文章の書

き方を身につけさせたいと考えた。 

題　　　　材

アセスメント③

竜（読む）⑤

自分新聞を作ろう（書く）⑥

クジラの飲み水（読む）⑤

アイスキャンデー売り（読む）④

文法の窓１（言語）③　　

表現プラザ１（書く）③

食感のオノマトペ（読む）④

わたしたちと古典  かぐや姫の物語（読む）⑥

矛盾　故事成語（読む）③

空中ブランコ乗りのキキ（読む）⑥

レポートを書こう（書く）⑨

ユニバーサルな心を目指して（読む）④

ウソ（読む）②

トロッコ（読む）⑥

表現プラザ（話聞）②

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

小学校の申し送りに従い下学年問題を行う。

テストの受け方等行動観察も併せて行う。

総合的な学習の時間とあわせて行う。

「主人公の心情変化」に重点をおく。

「様々な故事成語を調べる。」に重点をおく。

「主人公の心情理解」に重点をおく。

下学年のねらいに重点をおく。

「内容を要約」に重点をおく。

「登場人物の言動の意味理解」に重点をおく。

Ａさんは、下学年内容を行う。

特　　記　　事　　項

漢

字

・

文

法

年

間

35

時

間

通常の学級の単元のねらい 

 

・表現することを通して自分の姿を

見つめ直し、新たな自分を発見する。

・集めた材料を内容に合わせて選び、

全体の構成を工夫して書く。 

自閉症・情緒障害特別支援学級の単元

のねらい 

・書く事の中心を明確にして書くこと

ができる。 

・書く事柄を整理し、文章全体の組立

てを工夫して書くことができる。 
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Ｃ 

読むこ

と 

・読むことに関する関

心・意欲・態度は、おお

むね前年度の学習が習得

されていると考える。 

読む能力 

・自ら意欲的に図書資料を読

み、その中では、登場人物の心

情に着目したり、おおよその内

容を把握したり、自分の考えを

明らかにすることもできる。 

 

・文章の様々な表現に興味

を持ち、言葉の使い方に関

心を持ち、辞書を利用する

などして、より理解を深め

ようとしている。ただ、興

味に偏りがあり、強く関心

を持つ表現と興味を持てな

い表現がある。漢字につい

ては下学年の表記でも読む

事が難しいものもある。 

児童生徒の特徴のまとめ 

話すことについては、経験したことを伝え自分の思いを伝えることはできる。しかし、話しの整

理ができず、効果的に伝えることができていない。また、話し手の意図を推し量って聞くことは難

しい。書くことに関しては、その方法については理解できているが、文の構成を的確に行うこと、

内容を整理することができず、多くの情報を書きすぎるため、結果的に文章をわかりにくくしてい

る。読むことについては大変意欲的で、自ら図書資料を読み、その内容もおおよそつかめている。

音読については、当該学年の漢字で読めないものもあるが、情景や登場人物の様子を如実に表現し

ながら流暢に読むことができている。 

 

 

３．国語科学習評価シートによる評価結果を踏まえた国語科指導への反映事項 

 （１）自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における枠組み 

  ①国語科の総授業時数について 

  「やや減らした 週 3時間」  

対象生徒の課題を十分に指導するためには、時数を多く持ちたいが、交流および共同学

習、自立活動の時数確保もあり現状の時数とした。 

 

  ②国語科の教科書について 

 「主に当該学年の教科書を使用」  

当該学年の学習材の中に対象生徒が学習可能な題材があることや、生徒の自尊感情を考

慮して、当該学年の教科書を用いるようにした。単元によっては、対象生徒の特徴的な課

題に対応するために、下学年課題の学習を行うこととした。 

 

  ③各単元のねらいについて 

 「単元によっては、当該学年のねらいを一部替えた」   

当該学年のねらいのみでは、対象生徒の実態に適した学習ができないため、題材によっ

ては下学年のねらいを混在して実施することにした。 

 

  ④指導の場と主な指導者 

  「全ての時間を特別支援級で実施」  
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６．単元「書く」の実践例 

（１）単元名「自分新聞をつくろう」（当該学年教材・下学年教材） 

 

（２）単元のねらい（当該学年のねらい・当該学年のねらいを一部改変・下学年

のねらい） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）単元設定の理由 

 対象生徒二人とも、内容が伝わりやすい文章を書くことが難しい。報告 7の生徒は、言

いたいことを省略しすぎて書くために伝えたいことがわからない。また、報告 8の生徒は、

書きたいことを上手くまとめられず、文章がふくらみすぎて要点がわからない。 

そこで、自分自身を紹介する「自分新聞」の記事を書くことで、わかりやすい文章の書

き方を身につけさせたいと考えた。 

 

（４）単元計画 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

（５）本時の活動（第１次 ２／７） 

①目標  ・「自分新聞」作成の手順を確認する。 

・適切な記事・見出しを決めることができる。 

 

 

 

自閉症・情緒障害特別支援学級の単元計画

     時間数・・・7時間扱い 

一次１.新聞を作る意味を知る 

２.記事・見出しを決める 

二次３.下書きをする 

４.下書きをする・教師が添削 

三次５.割り付けを考える 新聞作り① 

６.新聞作り② 

７.新聞作り③ 振り返り 

通常の学級の単元計画 

     時間数・・・7時間扱い 

一次１．記事の材料を集める 

２．記事の選択・割り付け 

二次３．新聞作り① 

４．新聞作り② 

５．新聞作り③ 

三次６．新聞を読み合い、感想を交流す

る 

通常の学級の単元のねらい 

 

 

・表現することを通して自分の姿を

見つめ直し、新たな自分を発見する。

・集めた材料を内容に合わせて選び、

全体の構成を工夫して書く。 

自閉症・情緒障害特別支援学級の単元

のねらい 

 

・書く事の中心を明確にして書くこと

ができる。 

・書く事柄を整理し、文章全体の組立

てを工夫して書くことができる。 
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実践事例９（当該学年教材・ねらいを一部変えて指導） 

当該学年表現教材「想像力をふくらませて」を用いて 

 

 

１．研究対象者 

3 学年の男子生徒。知的発達の程度は境界線域である。 

かけ算九九の暗記など十分習得されていない部分があり、数学は苦手である。美術、保 

健体育、技術には、内容によって交流学級の授業に参加することもある。 

些細なことで興奮すると暴言を吐いたり、叫んだりすることもある。また、本生徒はプ

ライドが高く、自分にできない部分があることを認め受け入れることが難しい。さらに、

過去の嫌な思い出を忘れることができず根に持ってしまう。集団に入ることも苦手である。 

 

２．平成 22 年度末の国語科学習評価シートにおける学習評価の結果 

項目 
国語への 

関心・意欲・態度 
能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

Ａ 

話すこ

と・聞く

こと 

・当該学年の国語への関

心・意欲等は十分ではな

い。また、下学年の評価

規準に照らすと、教師の

支援があれば部分的な学

習内容は習得していると

思われる。 

話す・聞く能力 

・話の中心の部分と付加的な部

分との関係に注意して、話した

り聞き取ったりすることは、当

該学年の評価規準では習得さ

れている。それ以外の内容で

は、当該学年、下学年の評価規

準に照らすと、学習内容は十分

に習得されていない。 

・当該学年に関しては未実

施の部分がほとんどであ

る。相手や目的に応じて、

話の形態や展開に違いがあ

ることは気付けているが、

文の成分の順序や組み立て

等については不十分であ

る。また、下学年に関して

は十分ではないが、書き言

葉とは違う話し言葉の特色

や役割を理解し、適切に話

したり聞いたりすることは

できている。 

Ｂ 

書くこ

と 

・当該学年の国語への関

心・意欲等は十分ではな

い。また、下学年の評価

規準に照らすと、教師の

支援があれば部分的な学

習内容は習得していると

思われる。 

書く能力 

・課題が示されていれば取り組

むことができるが、自分で課題

を見つけることは苦手である。

また、相手にわかりやすく伝え

ようという意思をもって工夫

し表現することは難しい。当該

学年、下学年の評価規準に照ら

すと、部分的ではあるが学習内

・当該学年に関して、字形、

文字の大きさ、配列・配置

などに配慮して書くことは

習得しているが、それ以外

は未実施な部分が多い。ま

た、相手や目的に応じて文

章の形態や展開に違いがあ

ることに気付くことはでき

ているが、文の成分の順序
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  ②各内容のまとまりの重点化・簡素化 

「読む力の向上を目指して、主たる指導の内容を想定した。」 

国語科学習評価シートの結果から、「読む力」が高いとは言えないが、「書くこと」や「話

すこと・聞くこと」に比べると力があることが把握できたため、さらに力をつけて自信に

つなげたいと考えた。 

また、「書くこと」については苦手意識を弱めていく必要があり、さらに、読む力があ

っても記述式の問題に全く取り組もうとせず、もっている力を十分発揮できていない面も

あるため、「書くこと」についても大切に扱おうと考えた。 

   

③題材・内容選択について 

  「対象生徒が興味関心を示しそうな内容の単元を想定した」 

対象生徒はゲームや小説が好きで、漢字を当てて名前を考えたり、架空の人物を想像し

ては、その人物について話したりすることがよくある。そのため、「創作して書く」活動を

取り入れるなど、題材・内容の選択に興味関心を示しそうな内容を設定することにした。 

 

（３） 自閉症・情緒障害特別支援学級での国語科指導における配慮 

①関心・意欲について指導上の留意 

対象生徒は、学習に入る前の気分に取り組みが大きく左右されやすいため、気持ちをコ

ントロールすることが何よりも大切な目標となる。苦手な内容に取り組む際には、活動の

取り組みでどこまで行うのか、どの程度で良しとするのか、実施する活動の具体について

教員が明確に指示するよう心がけることとした。 

 

 

４. 国語科指導における 1年間の方針 

国語科学習評価シートによる学習評価の結果から、読み取った内容を文で表現したり、

記述式の問題に答えを記入したり、作文に取り組めるようになることを目標とした。 

具体的な支援については、段階を追って行うようにすることとした。例えば、問題の答

えを記入する場合はヒントを出したり、活動ができずにいたら模範解答を写しても良いこ

とを提案するなど、活動に取り組まないことを少しでも減らしていくことにした。 
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